








  

  

 

平成 28 年度春期 午前Ⅰ問題 解答･解説 

H28-51 

●平成 28 年度春期 

問１ ウ 10 進数の 26 進数表示 (H28 春-高度 午前Ⅰ問 1) 

10 進数を 26 進数で表すには，2 進数や 16 進数に変換するときと同じ考え方で，

26 で割った余りを右の桁から順に並べていけばよい。 
10進数123を26で割っていくと右のようになり，

問題にあるとおり 26 進数に対応させると，最初に

出た余りの 19 は 26 進数で T，次の余り 4 は 26 進

数で E に対応する。 
これを右から順に並べると ET となり（ウ）が正

解である。 

問２ ウ 符号化に要するビット列の長さ (H28 春-高度 午前Ⅰ問 2) 

問題で問われているのは，「元のメッセージが一意に復号可能であって，ビット

列の長さが最も短くなるもの」なので，まず，各符号が，一意に復号可能なもの

かどうかを考える。例えば，（ア）では 001 のときは，aab か cb かの区別がつか

ない。また，（イ）では 0110 のときは，ada か bc かの区別ができない。したが

って，（ア），（イ）については，ビット列の長さ以前に復号できないことから，正

解ではないことが分かる。 
次に，（ウ）と（エ）のビット列の長さの比較であるが，a，b，c，d の出現頻

度がそれぞれ 50％，30％，10％，10％であることを考慮すると，（ウ）のビット

列の長さは次のように 1.7 ビットとなる。 
  1×0.5＋2×0.3＋3×0.1＋3×0.1＝1.7 

（エ）はいずれも 2 ビットの符号なので，計算するまでもなくビット列の長さ

は 2 ビットであり，（ウ）が正解である。 

問３ ウ 流れ図における並列処理の同期 (H28 春-高度 午前Ⅰ問 3) 

問題文にあるように，流れ図の二重線は並列処理の同期を表している。B と C
の下の二重線のように，上部に複数の線が入っている場合には，全ての線から二

重線に処理の流れが移った時点，つまり，全ての処理の終了を待ち合わせてから，

二重線以降の処理を行うことができるということを示している。 
流れ図に示す処理の動作は，処理の開始後 A を実行が終了すると，一つ目の二

26)1 2 3  
26)  4  余り 19 
     0 余り  4 
 
 この順に右から並べる。 



  

  

 

H28-68 

●平成 28 年度春期 

問１ イ システム監査業務の品質管理の目的 (H28 春-AU 午前Ⅱ問 1) 

システム監査基準では，Ⅲ.一般基準の 5.品質管理において，「システム監査人

は，監査結果の適正性を確保するために，適切な品質管理を行わなければならな

い。」としている。したがって，（イ）が正解である。 
なお，この品質管理はシステム監査人の行う監査業務の品質を対象にするもの

である。システム監査基準解説書では，システム監査業務の品質管理の目的につ

いて更に具体的に，「システム監査業務の有効性を評価すること，システム監査が

当該基準及びシステム監査人が所属する組織の倫理綱領等，社内規程や契約を遵

守していることを保証し，システム監査人の業務の改善を促進することにある」

としている。 
ア：システム監査人は，実施するシステム監査の目的を有効かつ効率的に達成す

るために，監査手続の内容，時期及び範囲等について，適切な監査計画を立案

しなければならない（システム監査基準Ⅳ. 実施基準の 1. 監査計画の立案）。

しかし，監査計画の立案はシステム監査の目的を達成するために必要となるも

のであり，システム監査業務の品質管理の目的ではない。 
ウ：システム監査人は，監査の業務上知り得た秘密を正当な理由なく他に開示し，

又は，自らの利益のために利用してはならない（システム監査基準Ⅲ. 一般基

準の 4.2 守秘義務）。しかし，このようにシステム監査で入手した情報の機密

性を維持することはシステム監査人の業務上の義務に属すものであり，システ

ム監査業務の品質管理の目的ではない。 

エ：システム監査業務の品質管理は，システム監査に係る監査結果の品質を問う

ものであり，情報システムの品質向上に貢献することを目的とするものではな

い。 

問２ エ システム監査における試査 (H28 春-AU 午前Ⅱ問 2) 

監査対象の正当性を検証するために，監査対象の中から一部を抽出して監査手

続を実施することを「試査」，監査対象全件について監査手続を実施することを「精

査」という。 



  

  

 

H28-84 

●平成 28 年度春期 

問１  情報セキュリティインシデント対応状況の監査 (H28 春-AU 午後Ⅰ問 1) 

【解答例】 
［設問１］ 新技術を利用した攻撃などの可能性があるイベントを検知できない。 
［設問２］ 詳細な確認方法の記述がない確認事項について，情シ兼任社員に確認方

法を質問した。 
 （別解） 
  情シ兼任社員が行った，詳細な確認方法の記述がない確認事項のトリア

ージ記録を査閲した。 
［設問３］ システム変更時にその内容を B 社 CSIRT に報告させ，影響を把握する

仕組みの構築 

［設問４］ (1) 外部で発生したインシデントへの対応を適切に行えず，B 社グルー

プが同様の被害を受けること 
 (2) グループ外での対応が遅れ，B 社グループ内で発生したインシデン

トと同様の被害が外部に拡大すること 

【解説】 

情報セキュリティインシデントに対応する CSIRT（Computer Security Incident 
Response Team）に関する設問である。ほとんどの設問は，CSIRT に関する知識が

なくても解答できる内容であるが，一部の設問は情報セキュリティに関する基本的な

知識があった方が解答のポイントはつかみやすかったと思われる。 
各設問のヒントは，基本的には問題文の中に書かれているので考えやすいと思われ

るが，一部に表として与えられている記述を参考に解答すべき設問もあり，問題文だ

けでなく表の記述にも十分注意する必要があった。 

［設問１］ 

インシデントの判定に関する設問である。〔インシデント対応状況の監査〕の(4)に
は，インシデントの自動判定が行われることが書いてあり，この判定基準に関して，

「これらは， B 社 CSIRT 設置時に一度見直しが行われている。しかし，それ以降は

検知システム上の設定が見直されておらず，検知システムで問題が発生するおそれが

ある」と書かれており，自動判定基準の見直しがその後行われていないことが分かる。

情報セキュリティインシデントは，技術の進歩に伴って新しいものが次から次へと出

てくるので，自動判定基準が見直されていないと，これらの新技術を利用した攻撃に



  

  

 

H28-96 

●平成 28 年度春期 

問１  情報システム投資の管理に関する監査について (H28 春-AU 午後Ⅱ問 1) 

【解説】 
システム監査の重要テーマの一つであるが，午後Ⅱの出題としては久々であった。

設問イと設問ウで切り口を変えて，両方とも監査手続について述べるというのが，目

新しい点である。各設問の文章が非常に長く，内容的にも盛りだくさんである点も特

徴なので，自分の述べようとする内容を整理して，簡潔に述べることが求められる問

題であった。 

［設問ア］ 
設問アは，情報システム投資の決定の体制及び手続の概要，並びに決定された情報

システム投資の目的・期待効果を含めた概要を述べる設問である。情報システム投資

の決定の体制は，通常は経営上の重要な意思決定を行うためのステアリング・コミッ

ティーや取締役会で決定される体制になることが多いが，情報システム化委員会など

が詳細な検討を行い，その結果を取締役会などの上位の意思決定機関に上げるような

体制になっていることも多い。また，情報システム化委員会などに上申するべき情報

システム投資案は，個別のプロジェクトで作成するのか，あるいはシステム企画部門

があって，そこが作成するのかなども，組織によって異なってくる。ここでは，これ

らの体制の詳細を述べると同時に，どこの組織で原案を作成して，その案がどのよう

に上位の意思決定組織に上げられ，どのように承認されるのかを述べていけばよい。 

後半は決定された情報システム投資の概要を述べることになる。ここでは，「目的・

期待効果を含めた」という条件が付いているので，この二つについては必ず触れる必

要がある。目的はいかに明確に述べることができるかどうかがポイントである。目的

が不明瞭だと論文全体の論旨の一貫性が崩れるので，目的は明確かつ具体的に書くよ

うにしてほしい。期待効果は，定性的な効果を明確にすることも重要であるが，でき

れば定量的な効果も明確にすると説得力が出てくる。問題文の冒頭には，「競争環境」

や「事業戦略」というキーワードが述べられているので，これらの目的や期待効果を

述べる際には，現場サイドの視点ではなく経営サイドの視点を重視して述べることが

重要である。 

［設問イ］ 
設問イは，情報システム投資の決定の適切性の監査について述べる設問であり，非

常にオーソドックスな内容なので，比較的書きやすかったと思われる。情報システム








